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会
長

稲
津

千
明

１
１
月
２
６
日(

日
）
晩
秋

の
素
晴
ら
し
い
天
気
の
下
「
倉

岳
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
倉

岳
地
区
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
町
民
で
賑
わ
っ
た
。

倉
岳
町
の
歴
史
・
文
化
・

産
業
等
を
見
直
し
、
倉
岳
町
の

良
さ
を
再
発
見
し
、
元
気
で
活
力
あ
る

「
わ
が
ふ
る
さ
と
倉
岳
町
」
を
創
る
こ

と
を
目
的
に
倉
岳
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
倉
岳
地
区
文
化
協
会
が
共
催
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
倉
岳
中
１
年
生

の
え
び
す
太
鼓
「
舞
え
び
す
」
の
勇
ま

し
い
演
奏
で
幕
開
け
。
開
会
行
事
で
は
、

主
催
者
や
来
賓
挨
拶
に
続
い
て
感
謝

状
贈
呈
や
表
彰
式
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
ス
テ
ー
ジ
の
部
で
舞
踊
や

カ
ラ
オ
ケ
、
演
劇
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
出
し
物
が
披
露
さ
れ
た
。
ま
た
、
会

場
内
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
絵
画
や

写
真
、
手
芸
・
陶
芸
品
な
ど
素
人
と
は

思
え
な
い
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
文
化

作
品
が
ブ
ー
ス
ご
と
に
掲
示
さ
れ
、
農

産
物
は
品
評
会
終
了
後
、
即
売
会
が
実

施
さ
れ
た
。
併
せ
て
特
別
企
画
と
し
て

小
・
中
学
生
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

一
方
、
体
育
館
前
の
バ
ザ
ー
会
場
で

は
、
３
地
区
振
興
会
や
婦
人
会
、
商
工

会
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
な
ど
が
こ
っ
ぱ
餅
や

カ
レ
ー
、
う
ど
ん
な
ど
を
販
売
し
た
。

私
た
ち
棚
底
地
区
振
興
会
は
、
「
が
ね

あ
げ
」
を
販
売
、
昨
年
の
反
省
か
ら
芋

の
量
を
大
幅
に
増
や
し
た
が
、
今
年
も

大
人
気
で
早
々
に
完
売
し
た
。

最
後
は
倉
岳
の
特
産
品
が
当
た
る

福
餅
投
げ
が
あ
り
大
盛
会
裏
の
う
ち

に
無
事
終
了
し
た
。

今
年
も
大
好
評
！

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

棚
底
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
２
類
か
ら

５
類
へ
移
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
計
画

致
し
ま
し
た
事
業
も
縮
小
す
る
こ
と
な

く
実
施
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
天
草
市
長
へ
要
望
し
て
い
ま

し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
建
設
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
度
ま
で
の
完
成
に
向
け
取

り
組
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
昨
年
度
は
新
規
事
業
と
し
て
、

棚
底
に
ま
つ
わ
る
伝
承
、
文
化
、
昔
話
な

ど
の
宝
を
後
世
に
残
す
た
め
「
棚
底
物

語
」
の
発
刊
に
向
け
て
推
進
、
今
年
度
中

に
皆
様
方
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
一
層
皆

様
方
の
お
力
添
え
を
頂
き
ま
す
様
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
本
年
度
が
皆

様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
に
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
念
頭
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

コンガリ出来上がった「がねあげ」
「いらっしゃい」大人気の「がねあげ」長蛇の列！

東京のバスガールを歌う坂本さんとこっぱ劇団員 会場内の農産物など展示作品コーナー
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今月の石垣散策トイレ掃除当番

体育部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

１月 ３日（水 ）二十歳のつどい

１月 ８ 日（月 ）成人の日

１月 １４日（日）天草市消防出初式

１月２７ 日（土 ）天草づくり講演会

（予定のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

倉
岳
え
び
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
１

２
月
１
７
日(

日
）
に
開
催
さ
れ
、
３
キ

ロ
と
１
０
キ
ロ
の
部
に
７
５
２
名
の

参
加
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
昨
年
同
様
冬
将
軍
の
到
来

で
、
雪
こ
そ
降
ら
な
か
っ
た
が
強
い
北

風
が
吹
き
体
感
温
度
は
さ
ら
に
厳
し

く
感
じ
ま
し
た
。
１
０
キ
ロ
の
部
で
は
、

３
６
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
棚
底
路
を

全
力
で
疾
走
す
る
一
方
、
ウ
サ
ギ
の
縫

い
ぐ
る
み
や
鎧
兜
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

姿
で
沿
道
の
応
援
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
走
る
選
手
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

棚
底
地
区
振
興
会
で
は
、
そ
ん
な
選

手
た
ち
を
少
し
で
も
応
援
し
よ
う
と

鶴
戸
市
議
駐
車
場(

旧
Ｊ
Ａ
倉
岳
支
所
）

前
に
給
水
所
を
設
置
し
、
飲
料
水
や

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
バ
ナ
ナ
、
み
か
ん
な

ど
で
お
も
て
な
し
を
し
ま
し
た
。

寒
い
中
、
給
水
所
の
設
営
か
ら
運
営

等
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
関
係
者
の

皆
さ
ん
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あけましておめでとうございます。今年の棚底城跡

整備事業はガイダンス施設の設計や、Ⅰ郭の整備工

事を予定しています。

去る１１月２０日に第１６回目の整備検討委員会を

開催し、Ⅰ郭整備設計内容とガイダンス施設基本構

想が承認されました。

ガイダンス施設については、倉岳支所や図書室を併

設することになっているため、関心がある方も多いと

思います。基本構想は、特にガイダンス施設をどのよ

うな考え方で建設するか示したものです。

（天草市文化課 宮崎）

～棚底城跡整備検討委員会を開催～

棚
底
地
区
振
興
会
、
１
０
キ
ロ

の
部
で
選
手
を
お
も
て
な
し
！

【整備検討委員会は熊本県庁防災センター
で行いました】

「ガイダンス施設・倉岳支所建設」令和８年

度供用開始に向けて着々と進展！

■併設のメリット （説明会資料より抜粋）

・建設コストの軽減が図られる。

・共用部分を設けることで管理運営費の削

減が図られる。

・両施設の職員の連携により、市民に対して

柔軟な対応が図られる。

・倉岳支所を訪れた市民にも、史跡の普及

啓発が図られる。

・史跡棚底城跡を活用したまちづくりが支所

と連携して推進できる。

今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な
１
２

月
１
５
日(

金
）
夕
方
５
時
か
ら
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
、
小
・
中
・

高
校
と
防
犯
協
会
・
振
興
会
か
ら

１
５
名
が
参

加
し
た
。

地
域
の
子

供
達
を
事
故
・

犯
罪
か
ら
守

る
為
の
活
動
。

参
加
者
ら
は

２
班
に
分
か

れ
て
校
区
内

を
巡
回
し
た
。

地域を巡回する参加者

コスチューム姿で大会を盛り上げる選手

棚
底
城
通
信
９
１
号


